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Ⅰ 問題とアプローチ  
 本発表は、教育・保育職者のもつ子ども観
を明らかにすることを目的とする。子ども観
とは、人々が「子ども」に対して付与するイ
メージや価値観をさす。私たちは、子ども観
を基に子どもたちを判断し、子どもたちに対
する行動を決定していく。 
今日、児童虐待や子どもに対する残酷な犯
罪や少年犯罪など、子どもをめぐる様々な事
件についての報道がマスコミを賑わせている。
これらの報道は、子どもに対する大人の不可
解な行動（例えば、児童虐待や子どもに対す
る犯罪）と子どもたちの（大人からみて）不
可解な行動（例えば、少年犯罪やマナーの問
題など）のふたつの方向に類別できるが、い
ずれにせよ、その根幹にあるのは、「子どもが
わからない」、という子ども観の揺らぎである。
この揺らぎが、「子どもに対する接し方がわか
らない」という子どもに対する行動の揺らぎ
にもまた関連していく。子どもがわからない、
だから、子どもにどう接すればよいかわから
ないのだ。 
 このような社会的状況を受けて、本発表で
は、特に、教育・保育職者の子ども観に着目
する。どのような子ども観をもつかによって、
その人の行う教育･保育の方向性が決まるた
め、教育･保育職者にとって、職務を遂行する
上で、子ども観は特に重要な価値観のひとつ
となる。したがって、教育･保育職者は、その
養成課程において、専門的知識・技能の習得
や実習での経験を通して、自身の子ども観を
確立していくのである。 
加えて、この子ども観は、職場で、実際に、
子どもたちと接することによって変化してい
く。日常的な子どもとの接触により実際の子
どもの姿を見ることや、周囲の教育･保育職者
と関わることにより、子ども観が変化してい
くのである。日常的な子どもの接触という点
では、親と子どもの接触や地域の大人と子ど
もの接触によっても、一般の大人のもつ子ど
も観も、やはり、変化するといえる。また、
育児サークルや子育て支援の場で、同じ年頃
の子どもを持つ親との交流を通して、一般の
大人のもつ子ども観が変化することもあるだ
ろう。しかし、教育･保育職者は子どもに関す
る専門的知識を持っているという点で、彼ら/
彼女らとは、決定的に異なる。専門的知識を
持っているということが、子ども観の変容に
どのような影響を持つのか。近年、育児に戸
惑う親に対しての子育てに関する教育や児童
虐待を行ってしまう親に対する教育について
盛んに議論がなされているが、このような、
子どもに関する専門知識を持っていることが
その価値観と行動にどのような影響を与える
かをみる上でも、本発表は一定の意義を持つ
といえるだろう。 
 Ⅱ 調査の概要  
標本は、Ｆ県内において都市圏を構成して
いる中核都市と周辺部を対象として、層化 2
段階抽出法によるサンプリングを行ない、調
査の対象地・対象者を選定した。結果、1 市
2 町（市部と郡部）の各選挙人名簿から合計
2503 人を抽出し、2003（平成 15）年の 7 月
から 8 月にかけて郵送調査を実施した。有効
回収票は 1349 票、回収率は 53.9％であった。 
 
Ⅲ 調査結果の分析  
（1）子どものとらえ方 
①子ども期の開始年齢と終了年齢 
常日頃、子どもたちと関わっている教育・
保育職の者では、子どものとらえ方に違いが
あるのだろうか。まず、子ども期の開始年齢
と終了年齢を見てみよう。人々は、子どもを
何歳から何歳までと考えているのだろうか。
子ども期の開始年齢を見ると、全体では、「1
～3 歳から」開始するとする者が最も多く
（39.4％）、次いで「4～6 歳から（29.4％）」
ないし「誕生から（25.6％）」を開始するとす
る者が多い。教育・保育職であるかどうかで
は、有意差は見られなかった。  
 一方、子ども期の終了年齢はどうだろうか。
「10～12 歳まで」で終了するとする者が最も
多く（41.1％）、次いで「13～15 歳まで」で
終了するとする者が多い（31.9％）。義務教育
段階の小学校ないし中学校卒業程度までを子
どもだととらえているといえる。これについ
ても、教育・保育職であるか否かで違いは見
られなかった。 
②子ども期が終わるのは 
 多くの人が、子どもが中学生あるいは高校
生になるのをきっかけとしたり、「自分のこと
を主張できるようになった頃」を契機に、子
ども期は終わると考えている。また、教育・
保育職に特徴的であるのは、大学生になった
時あるいは就職を機に、子ども期が終わると
考える傾向が見られたことである。 
③理想の子ども像 
遊び方、勉強、遊びと勉強、親子関係、仲
間と大人、礼儀、自己主張と協調性、公共性、
能力といった 9 項目について、理想の子ども
像を尋ねた。教育・保育職であるかどうかで
は違いが見られず、人々は、社会のきまりを
守り、自己主張ができ、大人の言うことを聞
き、仲間とよく遊び、友達が分からなければ、
勉強を教えてあげるような優しい子どもを理
想としているといえる。 
④子どもたちを育てていく方向性 
 そして、子どもをどのように育てていくべ
きかということについては、全体的に「社会
のきまりを守り人に迷惑をかけない公共心を
もつ（75.2％）」、「自分でやりがいのある仕事
をする（54.3％）」ように子どもを育てていく
べきだとする者が多かった。また教育・保育
職では、「自分の興味・関心に従って楽しく暮
らす」べきだとするのが多く見られたが、非
教育・保育職では、社会のきまりや公共性の
育成を選択する者が多かった。 
 
（2）子どもたちの現状 
①今の子どもたち 
 次に、今の子どもについて、それぞれをど
のように見ているのだろうか。子どもの性格、
意識、行動、関係、態度、表現の各側面につ
いて尋ねた。全体的に否定的な見方をしてい
るが、非教育・保育職の者では、「物怖じしな
いで行動する」、「衝動的な行動が多く、また
目先の利害で行動する」といった見解を持つ
ものが多く、教育・保育職では、「素直である」
と肯定的に捉える傾向があり、有意差が見ら
れた。 
②子どもの成長・発達について 
 次に、子どもたちの性格、考え方、態度、
行動、人間関係、服装、言葉遣いについて、
どのように感じているか、望ましい方向に育
っていると思うか回答してもらった。全体的
に、「子どもらしくないので、あまり好きでは
ない」という傾向が強いのであるが、保育・
教育職ほど、子どもの成長・発達の様相を好
ましく思っている。彼らは、子どもの考え方、
行動、人間関係、性格については、「子どもら
しくて、好ましい」としており、統計的有意
差が見られた。（表１参照）  
また、育っているかどうかということにつ
いては、さらに否定的な傾向が見られ、実際
に、子どもの教育・保育に関わっている者で
あっても、「あまり望ましい方向に育っていな
いと思う」と答えている。 
 
（3）子どもの成長・発達をめぐる問題 
では、なぜ子どもの成長・発達について好ま
しく感じられず、育っていないと思うのだろ
うか。子どもの成長・発達において、何が問
題となっているのだろうか。大半の人は、子
どもの成長・発達における家庭環境の影響の
大きさを指摘している。そして、今日の家庭
環境、友人・仲間関係、学校生活、地域社会、
社会的環境についての問題点を尋ねたところ、
社会全般の規範意識が低下していること、心
の豊かさや思いやりの心が失われていること、
親が子どもに干渉しすぎたり、甘やかしすぎ
ることなどを問題にしている。また、非教育・
保育職の者ほど、学校生活の指導や社会環境
の低下を問題として挙げていた。（表２参照） 
（4）子どもに対する働きかけ 
 子どもに対する行動ではどうだろうか。教
育・保育職にある者が、職場を離れ、地域で
の生活において、子どもとどのように関わっ
ているのだろうか。まず、地域における人間
関係について見てみよう。挨拶をする人、立
ち話をする人、頼みごとをする人がいるかど
うかを尋ねた。全体としては、「いる」と回答
したのは、挨拶をする人（68.3％）、立ち話を
する人（57.9％）、頼みごとをする人（49.3％）
である。また教育・保育職ほど、挨拶をする
人が「いる」とする者が多かった。地域の子
どもとの会話頻度でも、教育・保育職ほど、
子どもと話す機会が多かった。しかし、子ど
もが危険な遊びをした場合の対応の仕方では
違いは見られなかった。多くの大人が、「注意
をする」（ 72.7％）のであり、「放っておく
（18.9％）」、「知らせる（8.4％）」は少なくな
っていた。 
 では、地域の子どもの育成団体活動あるい
は子ども行事への参加ではどうであろうか。
子ども会、スポーツ集団、子どものサークル
等への加入は、教育・保育職の加入が多く、
その活動を重視しているといえよう。しかし、
実際に参加しているかどうかでは違いは見ら
れなかった。また、子ども行事への参加希望
は、教育・保育職であればあるほど高くなっ
ていた。 
 
Ⅳ まとめ  
 
＊ 大会当日、詳しい資料を配布します。 
[付記] 本発表は、「現代日本の『子ども観』
に関する実証的研究」（平成 13～15 年度科学
研究費補助金基礎研究（C）（2）、代表：住田
正樹）の調査に基づいている。
 表１ 子どもの成長・発達について（「子どもらしくて、好ましい」と回答した比率）    （％） 
 教育・保育職 非教育・保育職 全 体  
近頃の子どもたちの性格について 39.1 31.6 33.1 * 
近頃の子どもたちの考え方について 36.7 26.4 28.5 ** 
近頃の子どもたちの態度について 31.8 26.3 27.5  
近頃の子どもたちの行動について 34.9 25.1 27.1 ** 
近頃の子どもたちの人間関係について 37.3 29.3 30.9 * 
近頃の子どもたちの服装について 37.1 32.4 33.3  
近頃の子どもたちの言葉遣いについて 21.6 19.8 20.2  
*** Ｐ＜.001 、 ** Ｐ＜.01 、 * Ｐ＜.05 
 
表２ 子どもの成長・発達における問題点（「はい」と回答した比率）                （％） 
 教育・保育職 非教育・保育職 全 体  
親と子どもの会話やコミュニケーションが少ない 83.9 85.3 85.1  
親が自己中心的である 79.0 80.7 80.3  
親が子どもに干渉したり、親が子どもを甘やかしすぎる 90.8 94.3 93.6  
子どもたちの遊び場が少ない 79.5 76.7 77.3  
子どもの数が少なくなったために、家の近所に子どもた
ちがいなくなった 
87.3 87.5 87.5  
学校の先生と子どもたちの関係が薄れている 71.0 79.0 77.4 * 
子どもに対する学校の指導が毅然としていない 67.5 78.1 75.9 ** 
学校の授業が進学中心の勉強になっている 73.4 84.4 82.1 *** 
地域での活動や行事に無関心な大人が多い 83.3 86.3 85.7  
地域で子どもたちが遊んだり、スポーツをしたりする場
や機会が少ない 
75.2 76.5 76.2  
地域の大人の人たちが子どもに無関心になっている 77.09 79.1 78.6  
社会全般の規範意識が低下している 92.6 96.6 95.8 ** 
社会全般に心の豊かさや思いやりの心が失われている 93.2 96.3 95.6 * 
テレビや漫画などから、子どもたちが悪い影響を受けて
いる 
84.0 86.9 86.3 
 
*** Ｐ＜.001 、 ** Ｐ＜.01 、 * Ｐ＜.05 
 
 
